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流域の特徴を踏まえた
流域対策について



淀川水系の地形特徴

・淀川水系は、2府4県にわたり、8240km2の広域な流域面積を持ち、下記4つの特徴が存在。
①流域面積の約半分を占める琵琶湖流域の存在
② ３川（木津川、宇治川、桂川） それぞれに、狭窄部が存在
③洪水時のピーク流量が2,000～5,000m3/s規模の３川（木津川、宇治川、桂川）が同位置にて合流
④下流域は、海域に土砂が堆積し形成された低平地（人口、資産が特に集中）
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淀川水系の改修の考え方

・淀川水系では、上流域の狭窄部の特性等により、中上流での氾濫が発生。結果として、下流部へ流下
する洪水は低減。
・平成21年3月に策定した淀川水系河川整備計画では、中上流部の整備により、本来なら氾濫していた

水を、人為的に下流の堤防区間へ流下させることから、下流淀川の安全度を下げずに、安全度の低い
中上流部の改修を進めることを記載。
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○河川整備計画における上下流バランス

中上流部の河川改修を進めつつ、上下流バランスの観
点から以下を実施。
・下流部の流下能力増強となる阪神なんば線の架け替え

・川上ダム、天ヶ瀬ダム再開発、大戸川ダム等の洪水調
節施設の整備

○河川改修の考え方

上流の安全度向上のため本来なら氾濫していた水を
人為的に下流の堤防区間に流下させることから、今後
とも下流部においては上流部以上の安全度を確保。

上流で氾濫 上流の氾濫は解消

下流への負荷は増大

河道整備

中上流の改修を進めると

【河川整備計画の記載】

淀川本川における現況の安全度を堅持するため、中上流部の改修とあわ
せて、まずは下流部の流下能力増強につながる橋梁改築を実施し、さらに
中上流部のみならず下流流量も低減させる効果を有する、川上ダム、天ヶ
瀬ダム再開発、大戸川ダム等の洪水調節施設の整備を行うこととする。これ
により洪水調節施設下流の各支川の治水安全度の向上も期待できる。
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【大阪府域】 澪輝く関西経済圏を支える流域対策（素案）
～複数河川が貫流する低平地に形成された高度な都市構造に対応～

○下流部ではゼロメートル地帯が広がり、淀川の堤防も2階建て以上の高さで整備されているため、一度氾濫すると、大
規模な浸水被害が発生するリスクがあるが、人口・資産が集積されている。

○このため、河川改修だけでなく、雨水貯留の拡大、防災ステーションや高台整備、多機関連携による広域避難等が必
要。

：ゼロメートル地帯

大阪府域の地形（ゼロメートル地帯）

浸水想定区域図（想定最大） 5m以上の浸水区域

様々な対策で洪水被害軽減（案）

河川防災ステーション

調整池

【平常時の活用】
① コミュニティスペースとして地域に提供
② 水防活動の訓練等に利用
③ 防災学習拠点や川の情報発信拠点として

水防センターを利用

【災害時の活用】
① 緊急復旧用資材備蓄基地
② 災害対策車輌基地
③ 車輌交換場所
④ ヘリポート

⑤ 洪水時の現地対策本部
⑥ 水防団の待機場所
⑦ 水防倉庫
⑧ 一般住民の避難場所

公園を活用した広域避難
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河川等範囲

浸水想定区域の指定の対象と
なる洪水予報河川
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